
　課題 　方向性・目的 解決策

・情報発信メディアの整理がされていない ・広報広聴を通じて、民意を市政に反映させる （ＨＰ）

・読者が見たい！見やすいという編集になっていない ・議会は市民の代表で、市民と市政のかけはし ・アクセシビリティの高いＷＥＢサイトにする

・伝えたい読者層が明確でない ・議会の活動状況を分かりやすく市民に伝える ・検索しやすいページにする

・読者に対応したメディア別の編集方針がない ・見たくなる議会だより （だより）

・メディア別読者別の情報の整理がされていない ・市民の意見を聞けるようなＷＥＢサイト作り ・掲載事項のチェック（知らせたい度）

・言いっぱなし、書きっぱなし （議会広報広聴特別委員会の分掌） ・重要事案の市民への課題周知

・議会だよりとＨＰの相互補完が不十分 ①流山議会だよりの編集及び調査に関する事項 ・文字を大きくする

・広聴に対する手段が報告会しかない ②議会報告会の実施に関する事項 ・メリハリをつける

・発信したい情報が不明確 ③議会ホームページの充実に関する事項 ・写真や図をもっと増やす

・読者目線の編集ができていない ④議会アンケートの実施に関する事項 ・Ａ４サイズ化

・クローズアップすべき議題が不明確 ・紙面構成を考える

・市民が見たい紙面になっていない 疑問 （議会報告会）

・ＨＰのユーザビリティが悪い ・見たくなるＨＰとは？ ・テーマ設定をより具体的事項で

・議会だよりの文字が小さく読みにくい ・読みたくなる議会だよりとは？ ・会場・時間検討

・議会だよりの発行回数（年４回）が少ない ・聴きに行きたくなる議会報告会とは？ ・案内方法を考える

・リアルタイムに情報が発信されていない ・自分の意見をきいてもらえたと市民が思える場になっているか ・報告会の意見を政策に反映する

・そもそも議会に関心のある市民が少ない （ＦＢ）

・市民が議会広報広聴に何を求めているか把握していない ・ＦＢとＨＰの発信者と権限の明確化

・議会は何を市民に発信したいのか？ ・ガイドライン作成

・議会報の役割そのものとは？（問題点・課題の前に） （その他）

・議会の情報発信だけではなく広聴の方法も考える ・議会以外のメディア（媒体）を活用することも模索する

・視察・研修等レポートコンテスト掲載

・議運との分掌を明確化

・市の広報に月一で議会ページを

・発信力の充実

・メディアごとに読者像の明確にする

・メディア別読者別の編集方針をつくる

・読者ターゲットを大別する（旧市民・新市民、高関心層・低関心層）

・議会だよりやＨＰで発信しているものは結果報告が多いが、
これから取り組むことや課題を周知して市民からの意見も収集する

・もっとリアルタイムに発信している情報に
　どんな人がどのくらい反応してくれているか？

　Ｂ班


